
1 

 

世
界
に
先
駆
け
脚
気
の
原
因
を
発
見
し
た
鈴
木
梅
太
郎
（
１
８
７
４
ー
１
９
４
３
） 

 

大
賞
を
受
賞
で
き
な
か
っ
た
学
者 

  

毎
年
一
〇
月
頃
に
な
る
と
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
発
表
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
人
実
業
家
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
が
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
開
発
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
巨
額

の
資
産
を
世
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
や
団
体
を
顕
彰
す
る
た
め
に
使
用
す
る
よ
う
遺
言
し
た

こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
一
九
〇
一
年
か
ら
物
理
、
化
学
、
医
学
・
生
理
学
の
科
学
関
係
と
、

文
学
、
平
和
の
５
分
野
を
対
象
に
し
て
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
経
済
学
賞
は
一
九
八
六
年
に
追

加
で
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

  

最
近
で
は
毎
年
の
よ
う
に
日
本
人
受
賞
者
が
登
場
し
ま
す
が
、
一
九
四
九
年
に
湯
川
秀
樹
博
士

（
図
１
）
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
ま
で
の
五
〇
年
近
く
、
日
本
人
受
賞
者
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
ま

た
科
学
分
野
の
国
別
の
受
賞
者
数
で
も
、
ア
メ
リ
カ
が
四
三
％
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
三
％
、
ド
イ
ツ
が

一
一
％
、
フ
ラ
ン
ス
が
五
％
で
、
日
本
は
四
％
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
近
代
科
学
が
西
欧
中

心
に
発
展
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
ま
す
が
、
戦
前
の
日
本
に
も
受
賞
の
価
値
の
あ
る
業
績
を
発
表

し
た
学
者
が
何
人
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

  

一
例
と
し
て
、
第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
の
は
ド
イ
ツ
の
Ｅ
・
Ａ
・
ベ
ー

図１ 湯川秀樹 
（1907-81） 
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リ
ン
グ
で
、
業
績
は
ジ
フ
テ
リ
ア
の
血
清
療
法
の
研
究
で
し
た
が
、
こ
の
業
績
は
一
八
九
〇
年
に
日

本
の
北
里
柴
三
郎
と
共
著
の
論
文
で
発
表
し
た
も
の
で
、
ベ
ー
リ
ン
グ
も
受
賞
演
説
で
北
里
の
貢
献

に
言
及
し
て
い
ま
す
。
共
同
受
賞
の
慣
習
が
な
か
っ
た
結
果
で
す
が
、
当
時
の
西
欧
優
位
の
風
潮
が

影
響
し
た
と
も
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
人
、
同
様
の
背
景
で
受
賞
で
き
な
か
っ
た
日
本
の
学

者
を
今
回
は
紹
介
し
ま
す
。 

 

多
数
の
兵
士
を
死
亡
さ
せ
た
脚
気 

  

明
治
維
新
に
よ
り
開
国
し
て
三
〇
年
足
ら
ず
の
時
期
に
発
生
し
た
日
清
戦
争
と
、
そ
の
勝
利
か
ら

一
〇
年
後
に
発
生
し
た
日
露
戦
争
は
弱
体
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
ア
ジ
ア
の
大
国
で
あ
る
清
国

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
帝
国
を
相
手
に
薄
氷
の
勝
利
で
し
た
。
日
露
戦
争
の
勝
敗
を

決
定
し
た
一
九
〇
五
年
五
月
の
日
本
海
海
戦
で
の
戦
闘
開
始
直
前
に
旗
艦
「
三
笠
」
に
「
皇
国
の
興

廃
こ
の
一
戦
に
あ
り
」
を
意
味
す
る
Ｚ
旗
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
単
純
に
兵
員
を
奮
起
さ
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
本
心
で
し
た
。 

  

両
戦
と
も
日
本
は
勝
利
し
ま
し
た
が
、
被
害
は
甚
大
で
、
日
清
戦
争
で
は
一
年
四
ヶ
月
の
戦
争
期

間
に
戦
場
で
銃
弾
に
よ
り
死
亡
し
た
人
数
は
約
一
一
〇
〇
名
で
し
た
が
、
病
死
は
約
一
万
二
〇
〇
〇

名
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
露
戦
争
で
も
一
年
七
ヶ
月
の
戦
争
期
間
に
戦
闘
に
よ
る
死
者
は
約
五
万
六

〇
〇
〇
名
で
し
た
が
、
病
死
は
約
三
万
七
〇
〇
〇
名
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
極
寒
の
戦
地

で
の
戦
闘
で
あ
っ
た
た
め
、
凍
傷
な
ど
に
よ
る
死
亡
も
多
数
で
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
病
気
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

ど
ち
ら
の
戦
争
で
も
病
死
の
最
大
の
死
因
は
脚
気
で
し
た
。
日
清
戦
争
で
は
約
四
〇
〇
〇
名
、
日

露
戦
争
で
は
二
万
七
八
〇
〇
名
が
脚
気
で
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
陸
軍
で
発
生
し
、
海

軍
で
は
少
数
で
あ
っ
た
た
め
に
食
事
が
原
因
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
海
軍
で
は
帝

国
海
軍
軍
医
の
高
木
兼
寛
（
図
２
）
が
軍
艦
に
よ
っ
て
脚
気
の
発
生
比
率
に
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
は

艦
内
で
の
食
事
の
相
違
に
よ
る
こ
と
に
気
付
き
、
洋
食
を
中
心
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
脚
気
が
一
気

に
減
少
し
て
い
た
の
で
す
。 

 

 

  

一
方
、
陸
軍
で
は
戦
後
の
一
九
〇
八
年
に
陸
軍
医
務
局
長
の
森
林
太
郎
（
鴎
外
）
を
会
長
に
「
臨

時
脚
気
病
調
査
会
」
が
設
立
さ
れ
原
因
の
究
明
を
し
ま
す
が
、
細
菌
学
者
の
帝
国
大
学
医
科
大
学
教

図２ 高木兼寛 
（1849-1920） 
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授
の
緒
方
正
規
が
一
八
八
五
年
に
脚
気
病
原
菌
説
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
、
従
来
の
伝
染

病
説
を
暗
示
す
る
よ
う
な
曖
昧
な
結
論
を
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
当
時
の
兵
士
に
は
農
村
の
貧
困

な
家
庭
の
次
男
や
三
男
が
徴
集
さ
れ
て
お
り
、
白
米
の
食
事
を
提
供
し
て
や
り
た
い
と
い
う
親
心
も

影
響
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

成
績
優
秀
で
ド
イ
ツ
へ
留
学 

  

こ
の
よ
う
な
時
代
を
背
景
に
登
場
し
た
の
が
今
回
紹
介
す
る
鈴
木
梅
太
郎
で
す
。
鈴
木
は
明
治
七

（
一
八
七
四
）
年
に
静
岡
の
榛
原
郡
堀
野
新
田
村
（
現
在
の
牧
之
原
市
の
一
部
）
の
農
家
の
次
男
と

し
て
誕
生
し
ま
す
が
、
子
供
の
と
き
か
ら
地
元
の
学
校
で
熱
心
に
勉
強
し
、
一
四
歳
に
な
っ
た
明
治

二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
単
身
徒
歩
で
東
京
に
移
動
し
ま
す
。
最
初
は
神
田
に
あ
っ
た
日
本
英
学
館

で
勉
強
し
ま
す
が
、
翌
年
に
は
東
京
農
林
学
校
予
科
（
一
八
九
〇
年
か
ら
帝
国
大
学
農
科
大
学
）
に

入
学
し
四
年
後
に
首
席
で
卒
業
し
ま
す
。 

  

さ
ら
に
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
芸
化
学
科
に
進
学
し
、
二
二
歳
に
な
っ
た
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）

年
に
卒
業
し
ま
す
が
、
帝
国
大
学
の
全
科
を
代
表
し
て
答
辞
を
朗
読
す
る
抜
群
の
成
績
で
し
た
。
そ

の
ま
ま
大
学
院
に
進
学
し
て
政
府
か
ら
委
託
さ
れ
た
桑
の
葉
の
病
気
の
研
究
を
担
当
し
、
三
年
後
の

一
九
〇
〇
年
に
助
教
授
に
就
任
、
翌
年
、
農
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
優
秀

で
あ
っ
た
た
め
、
文
部
省
留
学
生
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
し
、
Ｈ
・
Ｅ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
教

授
（
図
３
）
に
師
事
し
ま
す
。 

 

 

 
  

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
教
授
は
糖
類
の
合
成
の
研
究
で
数
多
く
の
業
績
が
あ
る
大
物
で
、
鈴
木
が
到
着
し

た
時
期
に
は
蛋
白
質
の
研
究
に
集
中
し
て
お
り
、
翌
年
の
一
九
〇
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
鈴
木
は
教
授
の
研
究
を
手
伝
い
な
が
ら
、
以
後
の
研
究
課
題
を
発
見
し
ま
す
。
後
年

の
「
研
究
の
回
顧
」
と
い
う
文
章
で
「
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
各
国
の
学
者
と
研
究
す
る
と
、
持
続
し
て

研
究
す
る
体
力
で
劣
勢
に
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
そ
れ
は
主
食
と
す
る
食
物
の
相
違
に
あ
る
と
判
断

し
た
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。 

  

す
な
わ
ち
「
米
」
を
中
心
と
す
る
日
本
の
食
事
と
「
肉
」
を
中
心
と
す
る
西
欧
の
食
事
と
で
は
栄

養
に
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
が
体
格
や
体
力
に
反
映
し
て
い
る
と
予
想
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
早
速
、

図３ Ｈ・Ｅ・フィッシャー 
（1852-1919） 
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ハ
ト
と
ネ
ズ
ミ
を
使
用
し
た
動
物
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
ハ
ト
や
ネ
ズ
ミ
を
配
合
飼
料
の
み

で
飼
育
す
る
と
、
次
第
に
歩
行
が
困
難
に
な
っ
て
活
動
し
な
く
な
り
、
数
週
間
後
に
は
死
亡
し
て
し

ま
う
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
人
間
が
脚
気
に
な
っ
て
衰
弱
し
死
亡
す
る
状
態
に
酷
似

し
て
い
ま
し
た
。 

  

そ
こ
で
鈴
木
は
オ
ラ
ン
ダ
の
生
理
学
者
で
、
抗
神
経
炎
ビ
タ
ミ
ン
の
発
見
で
一
九
二
九
年
に
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
る
Ｃ
・
エ
イ
ク
マ
ン
（
図
４
）
の
論
文
「
ニ
ワ
ト
リ

の
脚
気
」
（
一
八
九
七
）
を
参
照
し
ま
し
た
。
エ
イ
ク
マ
ン
は
一
八
八
三
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
大
学
で

博
士
と
な
り
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
に
オ
ラ
ン
ダ
政
府
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
軍
医
と
し
て
派
遣
さ

れ
、
ジ
ャ
ワ
医
学
校
長
を
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
病
院
や
監
獄
で
脚
気
が
流

行
し
て
い
る
現
実
に
直
面
し
ま
す
。 

 

 
 

 

そ
の
病
院
や
監
獄
で
食
用
に
飼
育
し
て
い
る
ニ
ワ
ト
リ
に
も
脚
気
が
流
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ

る
時
期
か
ら
ニ
ワ
ト
リ
が
突
然
元
気
に
な
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
原
因
を
調
査
し
て
み
る
と

従
来
は
患
者
や
囚
人
の
残
飯
の
白
米
を
飼
料
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
飼
育
担
当
が
交
代
し
て
玄
米

を
飼
料
に
し
た
こ
と
が
原
因
だ
と
判
明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
エ
イ
ク
マ
ン
は
ニ
ワ
ト
リ
の
飼
料
に
米

糠
を
添
加
す
る
と
脚
気
の
症
状
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
発
見
し
、
論
文
と
し
て
発
表
し
て
い
た
の
で

す
。 

 

オ
リ
ザ
ニ
ン
の
発
見 

  

そ
の
論
文
を
参
考
に
し
て
、
鈴
木
は
米
糠
を
添
加
し
た
飼
料
で
動
物
を
飼
育
す
る
と
、
脚
気
の
症

状
が
消
滅
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
米
糠
に
脚
気
を
予
防
す
る
の
に
有
効
な
成
分
が
存

在
す
る
と
推
測
し
、
そ
の
成
分
を
濃
縮
し
て
単
離
す
る
実
験
を
開
始
し
ま
す
。
鈴
木
は
一
九
〇
六
年

に
帰
国
し
て
盛
岡
高
等
農
林
学
校
教
授
に
任
命
さ
れ
る
と
と
も
に
、
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
に
も
併

任
と
な
り
、
翌
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
が
本
務
と
な
り
教
授
に
昇
格
し
ま
す
が
、
脚
気
を
防
止
す
る

成
分
の
抽
出
に
専
念
し
ま
す
。 

  

そ
し
て
一
九
一
〇
年
に
成
分
の
抽
出
に
成
功
し
「
オ
リ
ザ
ニ
ン
」
と
命
名
す
る
と
と
も
に
特
許
も

取
得
し
、
翌
年
に
は
『
東
京
化
学
会
誌
』
に
「
糖
中
の
一
有
効
成
分
に
就
い
て
」
と
い
う
論
文
と
し

て
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
名
前
は
コ
メ
の
学
名
「
オ
リ
ザ
・
サ
テ
ィ
バ
」
に
由
来
す
る
名
前
で
す
。

図４ Ｃ・エイクマン 
（1858-1930） 
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し
か
し
残
念
な
が
ら
、
日
本
で
は
軍
医
総
監
の
石
黒
忠
悳
や
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
緒
方
正
規
な
ど

が
脚
気
の
原
因
は
細
菌
で
あ
る
と
い
う
脚
気
菌
説
を
主
張
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
鈴
木
の
発
見
は
評

価
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

さ
ら
に
論
文
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
す
る
と
き
「
こ
れ
は
新
規
の
栄
養
素
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を

訳
出
し
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
で
は
話
題
に
な
っ
た
も
の
の
世
界
か
ら
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
失
敗
が
あ
り
ま
し
た
。
鈴
木
の
発
見
が
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
さ
ら
な
る
原
因
は
学
閥
で
し
た
。
前

述
の
よ
う
に
鈴
木
は
帝
国
大
学
農
科
大
学
の
出
身
の
た
め
、
緒
方
正
規
を
筆
頭
に
帝
国
大
学
医
科
大

学
出
身
の
学
者
か
ら
す
れ
ば
鈴
木
は
異
端
で
あ
り
、
「
百
姓
学
者
」
と
嘲
笑
す
る
人
間
ま
で
存
在
し

ま
し
た
。 

  

そ
の
よ
う
な
時
期
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
誕
生
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
大
学
で
研
究

し
て
い
た
Ｃ
・
フ
ン
ク
（
図
５
）
は
前
出
の
エ
イ
ク
マ
ン
の
論
文
に
刺
激
さ
れ
、
鈴
木
の
発
見
の
翌

年
の
一
九
一
一
年
に
米
糠
に
含
有
さ
れ
る
化
学
物
質
が
欠
乏
す
る
と
脚
気
に
な
る
こ
と
を
発
見
し
、

そ
れ
を
「
生
命
活
動
に
必
須
の
ア
ミ
ン
」
と
い
う
意
味
の
「
ビ
タ
ミ
ン
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
鈴
木

の
発
見
し
た
物
質
も
フ
ン
ク
の
発
見
し
た
物
質
も
同
一
で
し
た
が
、
「
オ
リ
ザ
ニ
ン
」
と
い
う
名
前

は
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

 
 

晩
年
に
評
価
さ
れ
た
業
績 

  

フ
ン
ク
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鈴
木
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
発
見
は

日
本
で
も
世
界
で
も
評
価
さ
れ
ず
、
ま
た
オ
リ
ザ
ニ
ン
の
抽
出
に
手
間
が
か
か
る
た
め
に
高
価
で
あ

っ
た
こ
と
と
消
化
吸
収
さ
れ
に
く
い
成
分
で
あ
る
た
め
発
病
し
て
か
ら
投
与
し
て
も
摂
取
さ
れ
に

く
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
薬
剤
と
し
て
十
分
に
流
通
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
戦
前
の
日
本

で
は
脚
気
に
よ
る
死
者
が
毎
年
一
万
人
か
ら
二
万
人
に
も
な
り
、
鈴
木
の
偉
大
な
発
見
の
効
果
は
発

揮
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

し
か
し
業
績
は
次
第
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
二
四
年
に
は
日
本
農
芸
化
学
会
を
設
立

し
て
初
代
会
長
に
就
任
、
二
六
年
に
は
帝
国
発
明
協
会
よ
り
恩
賜
記
念
賞
を
授
与
さ
れ
る
と
と
も
に

東
京
帝
国
大
学
農
学
部
長
に
就
任
、
三
二
年
に
は
ド
イ
ツ
学
士
院
会
員
に
推
挙
さ
れ
る
な
ど
名
誉
を

獲
得
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
後
輩
の
研
究
を
支
援
す
る
た
め
、
東
京
帝
国
大
学
に
実
験
施
設
一
棟
や

図５ Ｃ・フンク 
（1884-1967） 
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奨
学
基
金
を
寄
付
し
て
紺
綬
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
逝
去
す
る
数
ヶ
月
前
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
す
る

幸
福
な
晩
年
で
し
た
。 

  

 

つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
最
新
刊
は
『
凛
凛
た
る
人
生
』
（
遊
行

社
）
。 

 


